
平成 23 年  5･21 土 ～ 6･26 日

＊サンプラー着物タペストリー （寺本康子）

＊ログキャビン百徳着物 （山口千代子）

＊ｴｲﾄﾎﾟｲﾝﾄｽﾀｰの百徳着物 （鈴村美智子）

　　　　　＊三角つなぎの桜巾着 （高杉妙子）
　　　＊クレイジーのミニタペストリー （瀧川光子）

【背景】
＊タペストリー　（２００ｃｍ×１８０ｃｍ）
　　　　　　「加賀の雅Ⅱ」　（呉山裕子） 　＊ミニちゃんちゃんこ （服部嵩子）

＊クレイジー百徳着物
　　（百徳キルトの会）→

　「思いを繋ぐ百徳きもの展」へお越しいただき、ありがとうございました。

　百徳着物とは、金沢に江戸時代から伝わる親が子を思う母心から生まれた縫い物文化の一つです。生まれた子供の健やかな

成長を願い、近隣、縁者の人から百の徳を得るようにと着物の端切れをもらい一針一針縫った着物です。千人針と同じ思いでし

ょう。日本では金沢にそういう風習が昭和初期まであったと伝えられています。また、金沢で残されている百徳着物には、背

から魔が入らぬようにと背守りの付いている着物もあります。

　現代の私たちの思いも同じです。日本版パッチワークとして「百徳キルトの会」は着物の端切れで、きもの、ちゃんちゃんこ、

タペストリーなどを作りました。初めての作品展です。ゆっくりとご覧くださいませ。
　　出展者　　百徳キルトの会　代表　呉山　裕子

ごあいさつ
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